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日
本
に
お
け
る
労
働
者
の
権

利
意
識
は
年
々
低
下
し
て
い
る
。

１
９
７
３
年
か
ら
５
年
ご
と
に
実

施
し
て
い
る
「
日
本
人
の
意
識
」

調
査
を
ま
と
め
た
「
現
代
日
本
人

の
意
識
構
造
﹇
第
九
版
﹈」（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、２
０
２
０
年
）
で
は
、

表
現
の
自
由
と
団
結
権
の
認
知
度

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
団
結
権
の
認
知
度
に

至
っ
て
は
、
１
９
７
３
年
の
39
％

か
ら
２
０
１
８
年
に
は
18
％
ま
で

減
少
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
推

移
は
労
働
組
合
の
組
織
率
の
低
下

（
１
９
７
３
年
は
33
％
程
度
で
、
現

在
は
16
％
程
度
）
と
も
相
関
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
う
し
た
権

利
の
認
知
度
の
低
下
は
、
労
使
の

健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

阻
害
す
る
。
労
働
者
側
が
主
体
的

に
使
用
者
の
権
限
行
使
を
ウ
ォ
ッ

チ
す
る
力
が
な
け
れ
ば
、
法
的
に

は
許
さ
れ
な
い
使
用
者
に
よ
る
一

方
的
な
人
事
措
置
を
労
働
者
は
た

だ
受
忍
す
る
か
、
退
職
に
よ
り
問

題
状
況
か
ら
退
避
す
る
か
の
二
者

択
一
と
い

う
悲
し
い

状
況
を
生

む
。
近
時

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
が
社
会
的

に
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
某
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
人

権
軽
視
の
風
潮
が
人
権
侵
害
案
件

へ
の
対
応
を
誤
ら
せ
、
企
業
の
存

続
そ
の
も
の
ま
で
危
う
く
さ
せ
る

事
態
に
発
展
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
例
に
共
通
す
る
の
も
職
場
に
お

い
て
労
働
者
に
主
体
な
交
渉
力
が

欠
如
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
労
働

者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
職

場
の
ト
ラ
ブ
ル
に
包
摂
さ
れ
て
い

る
法
的
問
題
点
を
発
見
し
、
相
談

す
る
た
め
の
知
識
と
力
量
で
あ
る
。

そ
し
て
、
問
題
を
解
決
ま
で
導
く

ま
で
の
筋
道
を
知
り
、
ト
ラ
ブ
ル

が
顕
在
化
す
る
前
に
予
防
す
る
た

め
の
手
法
を
検
討
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
。

そ
れ
は
社
会
の
中
で
働
く
一
市
民

と
し
て
習
得
し
て
お
く
べ
き
教
養

と
し
て
の
労
働
法
の
習
得
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
労
働
法
教

育
を
「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教
育
」
と

呼
称
し
て
、
そ
の
あ
り
方
の
研
究

を
進
め
て
い
る
。

　

私
が
大
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
取

り
入
れ
て
い
る
の
は
模
擬
裁
判
の

手
法
で
あ
る
。
実
例
と
し
て
は
、
非

正
規
雇
用
の
契
約
期
間
満
了
に
よ

る
雇
用
打
ち
切
り
（
雇
止
め
）
の
事

例
を
用
い
て
、
労
働
者
、
会
社
担
当

者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
分
を
読
み
、

当
事
者
役
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
の
代

理
人
弁
護
士
役
、
裁
判
官
役
に
分

か
れ
て
、
裁
判
形
式
で
事
案
の
解

決
を
考
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合

に
必
要
と

な
る
の
は

労
働
法
の

専
門
知
識
よ
り
も
、
言
い
分
を
読

み
リ
ア
ル
に
労
働
者
の
立
場
や
会

社
の
立
場
を
想

像
し
て
解
決
を

構
想
す
る
想
像

力
で
あ
る
（
創

造
力
と
い
え
る

か
も
し
れ
な

い
）。
こ
う
し

た
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
形
式
の
学
習

の
中
で
学
生
た

ち
は
①
何
が
問
題
な
の
か
を
発
見
・

認
識
し
、
②
関
連
す
る
法
的
ル
ー

ル
を
調
査
・
把
握
し
、
③
こ
れ
を

解
決
す
る
た
め
の
権
利
実
現
の
手

立
て
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
法
学
部
以
外
の
学
生
や
社
会

人
が
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
学
ぶ
機
会

と
し
て
は
、
私
も
試
験
問
題
の
出

題
を
担
当
し
て
い
る
「
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
検
定
」
を
推
奨
し
て
い
る
。
今

年
に
入
り
、
政
治
も
動
い
て
い
る
。

超
党
派
の
非
正
規
雇
用
対
策
議
員

連
盟
が
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教
育
の
重

要
性
を
踏
ま
え
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル

教
育
推
進
法
の
制
定
を
議
論
す
る

会
合
を
開
催
す
る
よ
う
だ
。
も
し

新
法
成
立
と
な
れ
ば
、
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
教
育
が
学
校
教
育
や
社
会
人
教

育
に
拡
大
す
る
推
進
力
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
若
い
世

代
が
法
的
に
正
し
い
知
識
を
も
ち
、

そ
れ
を
職
場
で
共
有
で
き
れ
ば
、

労
働
条
件
や
職
場
環
境
を
よ
り
よ

く
変
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

働
く
も
の
一
人
ひ
と
り
（
実
効
性

を
持
た
せ
る
に
は
使
用
者
も
）
が

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
効
果
的
に
学
ぶ

方
法
の
研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

１
９
７
６
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
、
北
海
道
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
、
同
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
２
０
０
０
年
司
法
試
験
合
格
、
２
０
０
２
年
10
月
に
第
一
東
京
弁

護
士
会
に
て
弁
護
士
登
録
し
、
２
０
０
６
年
よ
り
札
幌
弁
護
士
会
に
登
録
替
え
。
２
０
１
４
年

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
コ
モ
ン
ズ
法
律
事
務
所
設
立
、
代
表
弁
護
士
。
札
幌
簡
易
裁
判
所
民
事
調
停

官
、
北
海
道
紛
争
調
整
委
員
会
あ
っ
せ
ん
委
員
の
ほ
か
、
北
海
道
大
学
法
科
大
学
客
員
准
教
授

を
務
め
、
２
０
１
１
年
よ
り
北
海
学
園
大
学
法
学
部
准
教
授
、
２
０
１
７
年
４
月
１
日
よ
り
同

教
授
（
現
職
）。
専
門
は
労
働
法
。
著
書
に
「
労
働
法
の
基
本　

第
２
版
」（
共
編
著
、
法
律
文

化
社
）、「
学
生
の
た
め
の
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
入
門　

第
６
版
」（
共
著
編
、
旬
報
社
）
な
ど
。

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
学
び
社
会
で
活
か
す
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法
学
部
・
館
田
ゼ
ミ
は

２
０
２
４
年
11
月
10
日
、
か
で

る
２
・
７
に
お
い
て
「
映
画
『
ハ
ー

ヴ
ェ
イ
・
ミ
ル
ク
』
上
映
会
＆

ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
―
観
て･

聴

い
て
・
話
し
て
学
ぶ
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
―
」
を
開
催
し
た
。
全
米
で

初
め
て
ゲ
イ
と
公
言
し
て
公
職

に
就
い
た
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
・
ミ
ル

ク
の
生
涯
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映

画
を
上
映

後
、
ゲ
ス
ト

と
ゼ
ミ
生
と

の
ア
フ
タ
ー

ト
ー
ク
を

行
っ
た
。
ゲ

ス
ト
は
、
午

前
の
部
に
は

道
議
会
議
員

で
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
渕
上
綾
子

氏
と
「
な
る

べ
さ
！
Ａ
Ｌ

Ｌ
Ｙ
」
副
代

表
の
葦
澤
智
史
氏
、
午
後
の
部

に
は
「
婚
姻
の
自
由
を
全
て
の

人
に
北
海
道
訴
訟
」
原
告
の
中

谷
衣
里
氏
と
、
本
学
法
科
大
学

院
出
身
の
弁
護
士
で
同
訴
訟
弁

護
団
の
林
拓
哉
氏
を
そ
れ
ぞ
れ

お
招
き
し
た
。

　

ミ
ル
ク
氏
は
１
９
７
０
年
代

ア
メ
リ
カ
で
同
性
愛
者
を
始
め

と
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利

拡
大
の
た
め
に
奔
走
し
、
最
後
は

凶
弾
に
倒
れ
る
。
ト
ー
ク
で
は

ゼ
ミ
生
や
会
場
か
ら
、
セ
ク
シ
ャ

ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
直
面
す
る

社
会
で
の
困
難
、
同
性
婚
を
認

め
な
い
民
法
の
合
憲
性
、
法
制

度
と
社
会
の
意
識
変
化
な
ど
多

く
の
質
問
が
出
た
。
ま
た
、
当

時
か
ら
時
代
を
経
て
理
解
が
進

ん
だ
と
こ
ろ
が
あ
る
一
方
で
変

わ
ら
な
い
課
題
も
あ
る
と
い
う

感
想
に
皆
う
な
づ
く
場
面
も
あ

り
、
充
実
し
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
た
。

映
画
か
ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
考
え
る

法
学
部
・
館
田
晶
子
ゼ
ミ

映
画「
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
・
ミ
ル
ク
」上
映
会
開
催

午後の部アフタートークの様子

11
月
20
日
に
本
学
豊
平
キ
ャ

ン
パ
ス
Ａ
Ｖ
４
教
室
に
て
、
水

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
が
主
催

す
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

水
道
技
術
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

株
式
会
社
の
山
口
岳
夫

代
表
か
ら
「
水
道
界
に

お
け
る
公
民
連
携
の
事

例
と
役
割
〜
具
体
例
か

ら
み
た
公
民
連
携
の
ポ

イ
ン
ト
〜
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
、
水
道

界
に
お
け
る
公
民
連
携

の
形
成
の
背
景
や
制
度

の
変
遷
が
紹
介
さ
れ
た

あ
と
、
水
道
事
業
に
お

け
る
公
民
連
携
を
推
進
・

展
開
す
る
上
で
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、
過
去

の
事
例
を
踏
ま
え
た
考

察
が
示
さ
れ
た
。
道
内
の
地
方
水

道
へ
関
心
が
高
い
産
官
学
の
関

係
者
が
道
内
外
か
ら
多
数
出
席

し
、
同
時
配
信
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ

ン
視
聴
者
を
含
め
て
計
１
１
４

人
が
参
加
し
た
。

　

水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道

は
、
道
内
各
地
で
水
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
関
わ
る
関
係
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
情
報
共

有
と
と
も
に
特
に
多
く

の
課
題
を
抱
え
る
地
方

の
水
イ
ン
フ
ラ
の
今
後

を
議
論
で
き
る
場
と
な

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、

２
０
２
４
年
９
月
17
日

に
設
立
さ
れ
た
。
道
内

各
地
で
上
下
水
道
事
業

や
河
川
整
備
事
業
に
関

す
る
業
務
に
従
事
す
る

本
学
土
木
工
学
科
お
よ

び
社
会
環
境
工
学
科
の

卒
業
生
約
70
名
で
構
成

さ
れ
る
Ｏ
Ｂ
会
「
水
ネ
ッ

ト
・
山
鼻
」
を
母
体
と

し
て
い
る
。
会
長
は
社
会
環
境

工
学
科
の
山
田
俊
郎
教
授
、
副

会
長
は
安
藤
直
哉
准
教
授
、
幹

事
長
は
余
湖
典
昭
名
誉
教
授
、

幹
事
に
は
松
井
佳
彦
客
員
教
授
、

土
木
工
学
科
Ｏ
Ｂ
の
清
野
馨
氏

（
石
狩
市
）
や
斎
藤
貴
視
氏
（
岩

見
沢
市
）
ら
が
就
任
し
て
い
る
。

　

こ
の
講
演
会
の
様
子
は
、
日

本
水
道
新
聞
と
水
道
産
業
新
聞

の
２
紙
に
、
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

北
海
道
の
活
動
と
と
も
に
掲
載

さ
れ
た
。

多数の関係者が出席した

水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道

の
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

水ネットワーク北海道主催
講演会開催

12
月
18
日
の
北
海
道
新
聞「
水

曜
討
論
」
に
、
本
学
経
済
学
部
・

宮
入
隆
教
授
の
「
北
海
道
で
暮

ら
す
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
実
態
」
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

記
事
は
「
道
内
で
増
え
る
外
国

人　

欠
か
せ
な
い
存
在　

習
慣

の
違
い
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
も　

共

生
社
会
ど
う
実
現
」
と
題
し
て
、

北
海
道
で
暮
ら
す
外
国
人
が
労

働
力
不
足
に
悩
む
地
方
や
各
産

業
の
現
場
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
異

な
る
文
化
や
生
活
習
慣
を
背
景

に
地
域
住
民
と
ト
ラ
ブ
ル
に
発

展
す
る
例
も
相
次
い
で
い
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

北
海
道
で
は
現
在
、
６
万
人
を

超
え
る
外
国
人
が
暮
ら
し
て
い

る
。
宮
入
先
生
は
、
２
０
２
７

年
度
ま
で
に
導
入
さ
れ
る
新
し

い
在
留
資
格
「
育
成
就
労
」
制

度
に
触
れ
な
が
ら
、
事
業
者
や
地

域
に
求
め
ら
れ
る
意
識
改
革
に

つ
い
て
言
及
。
道
内
は
人
口
減

少
が
進
み
、
外
国
人
な
し
で
は

地
域
経
済
は
維
持
で
き
な
い
現

状
で
、
労
働
者
に
北
海
道
を
選

ん
で
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
労

働
条
件
の
改
善
、
職
場
の
雰
囲

気
や
人
間
関
係
の
良
さ
、
医
療

機
関
や
行
政
窓
口
の
多
言
語
化

と
い
っ
た
生
活
の
し
や
す
さ
な

ど
を
整
え
る
こ
と
で
、
外
国
人

と
と
も
に
歩
む
覚
悟
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
語
っ
た
。

経
済
学
部
宮み

や

入い
り

隆た
か
し

教
授

北
海
道
新
聞
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
掲
載

経済学部 宮入隆教授

　

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
協
会
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
、
本
学
経
済

学
部
・
藤
田
知
也
准
教
授
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
黄
色
線
区
、

『
存
続
』
か
『
廃
止
』
か　

若
い

世
代
の
視
点
か
ら
切
り
開
く
地

域
課
題
」
が
公
開
さ
れ
た
。

　

記
事
で
は
、
藤
田
先
生
が
指
導

す
る
ゼ
ミ
で
実
施
さ
れ
た
、
室
蘭

線
黄
色
線
区
（
岩
見
沢
―
沼
ノ

端
間
）
を
テ
ー
マ
と
し
た
地
域

研
修
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
自
社
単
独
で

は
維
持
が
難
し
い
と
判
断
し
た

路
線
区
分
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で

あ
る
室
蘭
線
黄
色
線
区
に
つ
い

て
学
生
た
ち
が
デ
ー
タ
を
集
め
、

沿
線
自
治
体
の
担
当
者
か
ら
直

接
話
を
聞
き
、
現
地
視
察
、
意

見
交
換
を
通
じ
て
、
多
角
的
に

課
題
を
検
討
し
た
経
緯
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。「
単
な
る
路
線
の

活
性
化
の
模
索
で
は
な
く
、
路

線
の
存
続
意
義
そ
の
も
の
を
問

い
直
し
、
地
域
と
と
も
に
解
決

策
を
模
索
す
る
機
会
に
な
れ
ば
」

と
藤
田
先
生
。
地
域
研
修
で
は

自
治
体
や
企
業
の
要
望
に
従
順

に
な
り
す
ぎ
ず
、
学
生
が
自
分

た
ち
の
視
点
や
自
由
な
発
想
を

大
切
に
し
て
、
成
長
で
き
る
場

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
語
っ
た
。

経
済
学
部
藤ふ

じ
田た

知と
も
也や

准
教
授

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
協
会
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
掲
載

経済学部 藤田知也准教授

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
協
会

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

地
域
研
修
が
北
海
道
新
聞
空
知
版
に
掲
載

経
済
学
部
濱
田
研
究
室

実証実験の参加者の集合写真

　

経
済
学
部
・
濱
田
研
究
室
の
ゼ

ミ
生
が
考
え
た
「
札
幌
発
の
沼

田
町
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
の

実
証
実
験
が
12
月
１
日
に
行
わ

れ
、
そ
の
様
子
が
「
沼
田
の
魅

力
、
札
幌
か
ら
探
る　

日
帰
り

ツ
ア
ー
実
証
実
験　

北
海
学
園

大
生
考
案
」
と
し
て
北
海
道
新

聞
空
知
版
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
地
域
活
性
化

に
取
り
組
む
「
ま
ち
づ
く
り
ぬ

ま
た
」
が
計
画
し
、
学
生
が
ツ

ア
ー
の
内
容
を
考
案
。
実
証
実

験
の
参
加
者
は
２
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
沼
田
町
の
美
し

い
風
景
を
撮
影
し
た
り
、
自
ら

収
穫
し
た
地
元
産
の
ト
マ
ト
を

使
っ
た
本
格
的
な
ピ
ザ
づ
く
り

を
体
験
し
た
。
沼
田
町

の
魅
力
を
発
信
す
る
Ｐ

Ｒ
用
と
し
て
動
画
を
作

成
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
「
い

い
ね
！
」
な
ど
多
く
の

反
応
が
集
ま
れ
ば
、
そ

れ
に
応
じ
て
町
か
ら
特

典
が
贈
ら
れ
る
。

　

今
後
は
参
加
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、「
ま
ち
づ
く
り
ぬ
ま

た
」
に
よ
る
事
業
化
を

目
指
し
て
い
く
予
定
だ
。

11
月
７
日
、
株
式
会
社
キ
ャ

リ
ア
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
、

本
学
工
学
部
建
築
学
科
の
学
生

の
教
育
と
研
究
の
た
め
に
、
教

育
お
よ
び
研
究
奨
励
寄
付
金
が

贈
ら
れ
た
。

　

将
来
の
建
築
を
担
っ
て
い
く

本
学
建
築
学
科
の
学
生
が
教
育

や
研
究
を
通
し
て
、
建
築
の
多

様
な
あ
り
方
を
学
び
経
験
を
積

む
た
め
に
活
用
さ
れ
る
。

株式会社キャリア・ナビゲーション 長嶋哲
夫代表取締役（右）、工学部 岡本浩一教授

キ
ャ
リ
ア・

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
寄
付
金
受
領

株
式
会
社

学
長
賞
授
与

　

９
月
21
日
〜
23
日
に
長
野
県

佐
久
市
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回

全
日
本
マ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手

権
大
会
Ｕ
―
30
女
子
１
６
０
㎝

ま
で
の
階
級
（
日
本
ボ
ク
シ
ン

グ
連
盟
主
催
）
で
、
ボ
ク
シ
ン

グ
部
の
西
出
彩
華
さ
ん
（
人
文

学
部
２
年
）
が
見
事
優
勝
と
い

う
成
績
を
収
め
た
。

　

こ
れ
を
称
え
て
、
11
月
８
日

に
関
係
者
同
席
の
も
と
、
森
下

宏
美
学
長
か
ら
学
長
賞
が
授
与

さ
れ
た
。

西出彩華さん（右）と森下学長




